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 認定特定非営利活動法人 アジア教育友好協会 

 

 
１ 事業の概況 

平成22年度は、前年度繰越金1,666万円、及び日本財団助成金7,650万円とその他支援金の一部受

領を受けて、事業を開始しました。 

建設事業としては、学校選定を慎重に進め、期初に20校の建設を決定しました。その後、新規支

援者の資金が追加された為、一部に建設開始が10月にずれ込んだケースもありましたが、25校を着

工し、年度内に21校が完成。これまでの6年間での通算着工数は102校となりました。なお、地域自

立支援事業（学校菜園、マッシュルーム栽培、鶏や豚の飼育など）は建設事業に組み込んで推進し

ました。また、日本の子供たち自らの支援資金による「ワンコイン・スクール」第１校目のラオス

のポンタン小学校は、２月に政府関係者・日本の学校関係者臨席のもと、開校式を行いました。 

 

姉妹校提携推進事業としては、新規に日本の小学校13校とのフレンドシップ交流を開始しました。

事業開始の2005年度から通算し71校との交流を推進したことになります。 

 

2010年2月には、国税庁より認定NPO法人に認定され、またAEFA活動の独自性が評価され、日本財

団以外の支援資金の拡大傾向が持続しました。サンキュー夢スクール基金、郵貯財団、やすらぎの

部屋、近江兄弟社など団体や企業、上村啓之・久我剣太郎・原田健児氏たちの5人グループ、六川

今日子・有里姉妹、大久保孝一氏など個人支援者へと拡大し、支援金は会員会費（125万円）を含

め、合計4,721万円となりました。特筆すべきは、自治体からの支援として、福島県飯舘村のラオ

ス学校建設の支援が始まったことです。 

また、日本の22校の小中学校を通して日本の子どもたちからの支援金が102万円と大幅に拡大し

ました。これらの資金により、建設・交流の両事業を拡大推進し、学校建設(10校)、現地AEFA学校

への日本の教師視察派遣、これを踏まえたAEFAフォーラムの開催や出前授業など新しい姉妹提携推

進事業を展開することが出来ました。 

 

 
 ２ 事業の成果 
 

１） 学校建設事業について：事業費＝106,043 千円＝25 校   

ベトナムにおける建設は引き続き好調でした。日本財団助成資金で中部高原を中心に 15 校、他

に郵貯財団及びサンキューＨＤ社の資金で 2 校の建設が進みました。また、ラオスにおける建設事

業がこれまで最大の 7 校となりました。これは、AEFA 理念の正しさと認定資格取得が大きな支え

となって、新しい支援者が増え寄附金が増加したためと思われます。 

 本年度、初めてベトナムでの中学校の建設を行いました。また、ラオスでも中学校を 2 校建設し

ましたが、いずれも AEFA が建設した小学校が基幹校として発展したため、近隣の村を含めた発展

と共に、中学進学が大幅に増加したことによる結果です。 

 建設事業は AEFA の事業開始以来 6 年間で順調に進展し、結果として累計では、ベトナム 68 校、

ラオス 25 校、タイ 7 校、中国 2 校の総合計 102 校となりました。 

※一覧・・別紙（１） 

 



２） 姉妹校（フレンドシップ校）提携推進事業について：6,047 千円 

（１）日本の学校とのフレンドシップ交流とワンコイン・スクールについて 

   本年度は新規に13校との交流が始まり、これまで通算71校の学校が交流を行ってきました。福島の東

舘、東京の武蔵村山第八・第十の各小学校の活動には特筆すべきものがあり、交流事業の模範となって

います。各学校では子供達が中心となった交流が進展し、保護者や地域を含めた活動に進化しています。 

日本の学校から受け取る作品などをAEFAスタッフが現地出張時に届けるなど、密度の濃い交流事業を

展開しました。日本の学校からは、銀杏、空き缶、竹炭、野菜や米などを売った利益金や、家でのお手

伝いをカードに託し纏まると500円（ワンコイン）のお小遣いになる「頑張りカード運動」などを通じ

て集めた資金（102万円）、衣類・文具などの寄付を受け、一部を初めての子供たちによる支援校となっ

たラオス・ポンタン小学校建設資金に充当し、残りは現地の交流校のために活用しました。このように

交流から生まれた子供たちによる支援活動をワンコイン･スクール・プロジェクト、学校をワンコイン・

スクールと呼ぶことにしました。 

 

 （２）国際交流の展開について 

  ① AEFAフォーラム：10月30日（土）海洋船舶ビル 10階 大会議室にて開催 

    全国から校長・教諭・教育委員会ほか関係者合計97名：視察報告・実例紹介・討論会 

    タイに視察出張したフレンドシップ校の教師４名に現地での活動の視察報告、武蔵村山第八小の卒

業生によるワンコイン・スクール・プロジェクトの実例発表、7名のパネラー、会場との意見交換

をしました。 

② 第 1 校目のワンコイン・スクールのポンタン小学校がラオスに開校しました。引き続き、今年度

も、小中学校 20 校で支援活動が活発化。特に「頑張りカード運動」が大きく進展した武蔵村山第

八と第十小学校の活動が際立っています。   

③ AEFA 職員や顧問、或いは校長 OB が、国内のフレンドシップ校に出向き現地の生活や文化を伝え

る出前授業を行いました。： 本年度 35 回 （通算 115 回） 

④ 交流校の元校長が、AEFA が支援している現地の学校を訪問する、交流活動への積極的な協力をす

るなど心強い支援体制が出来つつあります。 

 

（３）広報活動について                 

   今年度は、これまでの活動の総括になる学校建設100校記念誌（32P）を刊行できました。ホームペー

ジの更新、AEFA会報（9号、10号）、AEFA通信（24－27号）の発行に加え、ワンコイン・スクール通信の

発行（5－6号）、会員や支援者、交流校やその他関係先に対し時宜を得た広報に努めました。AEFAブロ

グ、ワンコイン・ブログもこまめに更新しています。 

   ホームページのアクセス数も、2010年末には31,200を超えました。AEFA支援のきっかけ作りの最大の

ツールになっています。 

出前授業などの際には積極的にマスコミと連絡を取り、広報活動を推進した結果、日本の新聞／15

回、テレビ／１回、海外テレビ／２回、海外新聞／1回と、AEFAの活動が紹介されました。テレビは、

テレビ東京番組「すなっぷ」ワンコインスクール活動の各家庭での子供たちのがんばりの模様が放映さ

れました。 

                             ※活動紹介媒体一覧・・・別紙（２） 

 

３ 事業の実施に関する事項 

 

  当期収入額    123,724千円 

  当期支出額    121,992千円＝建設事業費106,043＋交流事業費6,047＋管理費9,902 

  当期収支残     1,732千円 



＜対事業支出額内訳＞ 

事業名 事 業 内 容 実 施 

日 時 

実 施 

場 所 

従事者

人 数

受益対象者 

の範囲及び 

人  数 

支出額 

（単位：千円）

学校建設事業 

 

＜学校建設＞ 

ベトナム・ラオス・タイ 山岳極貧

地域の学校建設 

 

＜地域自立支援＞ 

上記学校建設地域の学校維持を主旨

とした生活力向上の為の支援 

2010.1.1～ 
 2010.12.31

3カ国 
25校 

 6名 
建設地域の住民お
よびその子弟。 
1地域500名程度 

106,043 

①現地建設校と日本の学校との教育

関係者同志の交流、児童の作品交

換などを通じての姉妹校提携推進

2010.１.1～
 2010.12.31

3カ国 
9校 
（及び既設

校38校） 

 6名 

現地1校当り 
100名程度 
日本1校当り 
150名程度 

日本の学校との

姉妹校提携推進

事業 

②AEFAフォーラムの開催 2010.10.30 
海洋船舶ビ

ル会議室 
 10名

教育関係者 

66名 

6,047 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別表―１       2010年度 建設校一覧 

 

 

 

国名 地域 学校名 備考 

１ ティントゥオン・エナ小学校 

２ ダクチャム・ダックロザー小学校 

３ ゴックトゥ・コンプリン小学校 

４ ゴックトゥ・ダックタン小学校 

５ レバンタン・コンヒリン小学校 

６ バンレム・テロン小学校 

７ ダクサオ・ダクカクニョ小学校 

８ ダクハ・ティトゥ小学校 

９ ダクナー・ハラン小学校 

１０ ダクナー・ダックリエプ小学校 

１１ 

中部高原 

ダックロオン・ダックプロ小学校 

１２ ホアビン省 タンミー・ロット小学校 

１３ フンエン省 バックソン・アンカイ小学校 

１４ マックディンティ・アンドゥオン小学校 

１５ 

クァンナム省 

グェンズィーフー中学校 

日本財団資金 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１６ ホアバック・ジアンビ小学校 サンキュー夢スク

ール基金 

１７ 

ベトナム 

 

アップラン小学校 郵貯財団資金 

１８  ノンヤオ中学校 サンキュー夢スク

ール基金 

１９ コッマイ小学校 ろくさん基金 

２０ ピアラー小学校 やすらぎの部屋・

大久保孝一氏 

２１ パチュドン中学校 郵貯財団資金 

２２ ドンニャイ中学校 飯舘村 

２３ ラオガム小学校 中西重敏氏 

２４ 

ラオス 

サラワン県 

トゥムリーフン小学校 上村氏グループ 

２５ タイ チェンマイ県 アーハ小学校 夢の貯金箱経由の

イートアンド㈱ 

 

別表－2     マスコミによる活動紹介一覧 

 

 媒体 掲載紙・番組名 コーナー名 内容 日付 

1 新聞 伊勢新聞   
ラオスの児童にこいのぼり 

（津市立南が丘小の交流） 
2010.1.30 



2 新聞 東京新聞 都心版２０面 世田谷アーク「ベトナムに小学校贈る」 2010.2.12 

3 新聞 朝日新聞 全国版、夕刊
『昭和史再訪」 - 人に尽くす仕事で恩返し 

（理事長谷川紹介） 
2010.2.13 

4 新聞 中日新聞 津市民版  
ラオス小学校に贈り物 手作りパッチワーク 

（津市立南が丘小の交流） 
2010.3.3 

5 新聞 福島民友   
「ラオスに学校を」ふるさと納税 建設費に活用。 

飯舘村、児童の発案受け  
2010.4.9 

6 新聞 毎日新聞 福島版 
ラオスに学校を建てよう。飯舘村が計画。子どもの

目 世界に 
2010.5.11 

7 新聞 福井新聞 奥越坂井 児童 ベトナム学ぶ。坂井・平章小 NPOが授業 2010.7.9 

8 新聞 福井新聞 奥越坂井 
ベトナムの生活 児童理解深める。鯖江・河和田

小 
2010.7.13 

9 新聞 山陽新聞 倉敷・総社 ベルマークでボールを。水島中 2010.7/24 

10 新聞 山陽新聞   タンカー進水式。倉敷の児童見学。 2010.9.9 

11 新聞 福島民報   
「食べるラー油」手作り、販売。 

東舘小 小学校に益金贈る 
2010.10.11 

12 新聞 福島民報   
「食べるラー油」瓶詰め。明日のバザーで販売 

（東舘小の支援、交流） 
2010.10.29 

13 新聞 福島民友   
ラー油づくりに挑戦。明日バザー。益金は寄付 

（東舘小の支援、交流） 
2010.10.29 

14 新聞 山陽新聞   
児童アルミ缶収益金寄付。3校で出前授業 

（玉島南小の寄附及びＡＥＦＡ出前授業紹介） 
2010.12.8 

15 新聞 中日新聞 津市民版 津・高野尾小ラオスの小学校に3万円寄付 2010.12.17 

            

1 テレビ 
テレビ東京 す

なっぷ 
ワンコイン 

ワンコイン・スクールプロジェクト～武蔵村山市立

第八小学校の活動紹介 
2010.3.31 

            

1 海外紙 
Da Nang Police News Paper 

  

DA NANG: CO TU ETHNIC PUPILS IN HOA BAC 

COMMUNE HAVE ONE MORE NEW SCHOOL 

（ホアバック小～サンキューＨＤ様の開校式） 

2010.10.5 

2 海外テレビ 

DVTV 

( branch of Viet Nam Television 

in Central and Central 

Highlands)  

"School for Co Tu ethnic minority funded by 

Thank you Holdings Inc." 
2010.9.28 

3 海外テレビ Da Nang TV – DRT1  "School for Cotu ethnic minority kids in Da Nang" 2010.9.28 


